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【担当事業】 

   一般会計収支予算書並びに決算書の作成 

   事業費支出の審査 

   議案書の精査 

   理事会、正副理事長会議の設営 

   議事録の作成 

   議案上程予定の管理 

   事業報告書の作成 

   ほいとも祭 JC ブース設置 

 

【実施効果及び成果】 

会計基準に則り、会員の皆様から預かる貴重な会費に対して適正な処理を行うことが出来た。 

新型コロナ感染症対策を実施し、ソーシャルディスタンスを取った理事会設営、WEB参加と通常

参加型のハイブリッド理事会の設営、WEBN 理事会等、臨機応変な対応に迫られたが様々な理

事会の形を設営することが出来た。 

ほいとも祭では主催団体や来場者からとても良い反応をもらうことが出来た。 

 

【反省並びに今後の課題】 

 議案上程日をしっかりと事前に通知していれば、各室のスムーズな運営に協力をする事が出来

たと思います。細かい議案書の記載方法や変更点はしっかりと事務局としてアナウンスし、その
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周知を徹底するべきでした。 

新型コロナウィルス感染症の影響により様々な事業のスケジュールがずれ、事務局としても把握

しきれない部分がありました。このような場合はもっと細かく情報の整理をし、議案上程を一番に

理解しておく必要があります。  

 

【事務局長所見】 

自分にとって苦手な意識があった事務局の役を初めてうけさせて頂きましたが、とても勉強にな

りました。自分の苦手ば部分や得意な部分を再認識する事が出来たのはもとより、今までと違う

方向から議案や事業などの活動を見ることが出来たのは今後の大きな財産になると思います。 

新型コロナウィルス感染症が猛威を振るう中でも様々な新たな試みを実践していく委員会のサ

ポートをできるよう努めて参りましたが、私の力不足の為に皆様にはご不便おかけしてしまった点

も多くあったと思います。失敗も成功もこれからの自分の経験になり、また一歩前へと進めた一年

でした。本当にありがとうございました。 

 


